
※○○川 は、県、政令市管理河川の代表的な箇所（河川）を示したものである。
※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
※上図には危機管理対策等は含まれていない。

小貝川流域治水プロジェクト【位置図】（案）
～地方都市の生活を支える抜本的な治水対策の推進～

位置図

茨城県

栃木県

埼玉県

千葉県

■被害軽減、早期復旧・復興のための対策
・危機管理型水位計、簡易カメラの設置
・マイ・タイムライン普及促進
・広域避難計画の策定及び訓練
・ハザードマップの作成・周知
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進
・地域防災リーダーの育成
・水防災意識強化月間における集中的な普及・啓発活動の実施
・防災教育や防災知識の普及
・水防体制の強化
・緊急排水計画策定及び訓練 等

Ｓ６１台風（茨城県筑西市）

凡例
堤防決壊箇所（戦後最大の昭和61年台風）
浸水範囲（戦後最大の昭和61年台風）
国管理区間

Ｓ６１台風（茨城県常総市）

県境 市町境 流域境

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、利根川水系小貝川においても、事前
防災対策を進める必要があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、小貝川本川の堤防が決壊し、流域で甚大
な被害が発生した戦後最大の昭和６１年８月洪水と同規模の洪水に対して、流域における浸水被害の軽減を図る。

■被害対象を減少させるための対策
・「安全なまちづくり」に向けた取組
立地適正化計画に基づき水害リスクの低い地域へ
の居住誘導区域設定 等

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防整備、河道掘削、洪水調節施設の整備、
築堤、河道改修、河道掘削、遊水地整備
・土砂災害対策
・雨水貯留施設整備・透水性舗装・浸透枡 等

資料２



短期 中期 中長期

下流域の堤防整備、河道掘削　等 下館河川事務所

上流域の堤防整備、河道掘削　等 下館河川事務所

洪水調節施設の整備 下館河川事務所

支川の築堤、河道改修、河道掘削、

遊水地整備　等
栃木県・茨城県

雨水貯留施設整備・透水性舗装・浸

透枡

宇都宮市・真岡市・さくら市・高根沢町・龍ケ崎市・下

妻市・常総市・取手市・つくば市・守谷市・筑西市・つく

ばみらい市

「安全なまちづくり」に向けた取組

立地適正化計画に基づき水害リスク

の低い地域への居住誘導区域設定

（作成済）宇都宮市、真岡市・芳賀町・下妻市・守谷

市・つくばみらい市

（作成中）常総市

土地利用規制（災害危険区域設定） 益子町

被害の軽減、

早期復旧・復興

のための対策

マイ・タイムライン普及促進・ハ

ザードマップ作成、周知・地域防災

リーダーの育成・防災教育や防災知

識の普及　等

宇都宮市・真岡市・さくら市・益子町・市貝町・芳賀町・

高根沢町・龍ケ崎市・下妻市・常総市・取手市・つくば

市・守谷市・筑西市・つくばみらい市

氾濫をできるだけ

防ぐ・減らす

ための対策

被害対象を減少

させるための対策

区分 対策内容 実施主体
工程

小貝川流域治水プロジェクト【ロードマップ・効果】
～地方都市の生活を支える抜本的な治水対策の推進～

●小貝川では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短 期】本川は下流域より堤防整備、河道掘削、貯留施設の整備を実施し、支川では河道改修・遊水地整備を実施。
【中 期】本川下流域の堤防整備、河道掘削を実施。
【中長期】本川上流域の堤防整備、河道掘削及び洪水調節施設の整備を実施。
●あわせて、日本経済を支える産業集積地域である流域の特徴を踏まえ、安全なまちづくり(立地適正化計画に基づく防災指針の検討等)や内水被害
軽減対策(雨水貯留施設の新設等)等の流域における対策、タイムラインの活用等のソフト対策を実施。

浸水被害
解消
● 重要施設等
× 破堤地点

凡例

浸水した場合に予想される水深(ランク別)

0.0～0.5m 未満の区間

0.5～3.0m 未満の区間

3.0～5.0m 未満の区間

5.0m 以上

現在 中期

つくばみらい市役所
谷和原庁舎

つくばみらい市役所
伊奈庁舎

つくばみらい消防署

つくばみらい消防署
谷和原出張所

河道の整備により、
主要施設および
つくばみらい市での
浸水深・浸水面積の減少

河道の整備により、
主要施設および
つくばみらい市での
浸水深・浸水面積の減少

× × ×

短期 中長期

旧川跡を活用した
貯留施設整備（筑西市）

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進

五行川芳賀遊水地完了

立地適正計画策定（常総市）

洪水調節施設整備完了

堤防整備・河道掘削完了
堤防整備・河道掘削完了

小貝川小貝川 小貝川



堤防整備

堤防整備

河道掘削

堤防整備

河道掘削

河道改修
【茨城県】

堤防整備

河道改修

茨城県

もりやし
守谷市

つくばみらい市

じょうそうし
常総市

しもつまし
下妻市

とりでし
取手市

りゅうがさきし
龍ケ崎市

つくば市

ちくせいし
筑西市

小貝川

小貝川

【作成中】立地適正化
計画（常総市）

【検討中】砂沼湖を活用
した流出抑制対策（下妻市）

旧川跡を活用した一時貯留
施設整備（筑西市）

堤防整備
【茨城県】

上流部下流部

堤防整備

堤防整備

河道掘削

堤防整備

河道掘削

堤防整備

堤防整備

河道掘削 河道掘削

堤防整備

河道掘削 侵食対策

侵食対策

堤防整備

【作成済】立地適正化
計画（守谷市）

②①
割図
③

割図① 龍ケ崎市・取手市・守谷市・つくばみらい市・常総市・つくば市



もてぎまち
茂木町

河道掘削
堤防整備

築堤・
河道掘削

【栃木県】

百目鬼川百目鬼川放水路

桜川

築堤・河道掘削

築堤・河道掘削

河道掘削

茨城県

しもつまし
下妻市

つくば市

ちくせいし
筑西市

もおかし
真岡市

栃木県

ましこまち
益子町 いちかいまち

はがまち
芳賀町

うつのみやし
宇都宮市

小貝川

【検討中】砂沼湖を活用
した流出抑制対策（下妻市）

旧川跡を活用した一時貯留
施設整備（筑西市）

上流部下流部

遊水地整備

河道掘削・
遊水地整備

河道掘削

堤防整備

河道掘削 河道掘削

堤防整備

河道掘削 侵食対策

侵食対策

堤防整備

河道掘削

侵食対策

侵食対策 河道掘削

【栃木県】

【栃木県】

【栃木県】

【栃木県

【栃木県】既設砂防堰堤改築
【栃木県】

① ③
割図
②

割図② 下妻市・筑西市・真岡市・益子町



しおやまち
塩谷町

なすからすやまし
那須烏山市

もてぎまち
茂木町

堤防整備

築堤・
河道掘削

【栃木県】

百目鬼川百目鬼川放水路

桜川

築堤・河道掘削

築堤・河道掘削

河道掘削

河道掘削

さくら市もおかし
真岡市

栃木県

ましこまち
益子町 いちかいまち

市貝町

はがまち
芳賀町

うつのみやし
宇都宮市

小貝川

旧川跡を活用した一時貯留
施設整備（筑西市）

【検討中】スマート農業＋
田んぼダム（高根沢町）

遊水地整備

河道掘削・
遊水地整備

たかねざわまち
高根沢町

堤防整備

河道掘削

侵食対策

侵食対策 河道掘削

【栃木県】

【栃木県】

【栃木県】

【栃木県】

【栃木県】

【栃木県】既設砂防堰堤改築
【栃木県】

②①
割図

③

割図③ 芳賀町・市貝町・宇都宮市・高根沢町・さくら市



施工イメージ

堤防整備・河道掘削

堤防整備・河道掘削

41.0k

41.2k
計画高水位

横断図イメージ（堤防拡幅）

堤防整備・河道掘削

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：下館河川事務所】
『小貝川における河川改修』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（1）洪水氾濫対策

・堤防整備、河道掘削の加速化

盛土

▽計画高水位

横断図イメージ（堤防拡幅）

改修前断面

■小貝川は、昭和61年の出水において破堤し甚大な被害がありました。
■小貝川下流部は、計画断面を満足しておらず、流下能力が不足している箇所において
築堤整備及び河道掘削を実施します。
■対策が行われることにより、堤防の計画断面不足が解消され、治水安全度の向上が図られます。

凡例
堤防決壊箇所（戦後最大の昭和61年台風）
浸水範囲（戦後最大の昭和61年台風）
国管理区間

堤防整備・河道掘削

堤防整備・河道掘削



小

貝

川↓

谷口川事業区間
・河道 L=1.9km
・第三調節池

真木川事業区間
・河道 L=0.7km
・第一調節池
・第二調節池

中通川事業区間 L=10.4km

改修前

改修後

■中通川は、小貝川の支川で、つくばみらい市を流れる一級河川です。
■小貝川合流点から真木川合流点上流市道橋までの約10.4km区間について、
平成2年度から河川改修事業を進めています。
■特に沿川に家屋が連担している、下流から約7.7km区間を優先して河道拡幅を
実施しています。
■築堤及びそれに伴う地盤改良工事や河道掘削などを行い、流下能力の向上
を図っています。

小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
栃木県

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：茨城県】
『小貝川圏域河川整備計画に基づく河川改修事業（中通川）』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（1）洪水氾濫対策

・河道整備の加速化

なかどおりがわ

改修前断面

改修後断面

標準横断図



五行川

芳賀遊水地

■栃木県内の小貝川流域について、小貝川圏域河川整備計画を策定
■河川整備計画に基づき、それぞれの計画高水流量を安全に流下させるために河道改修を実施
■代表箇所
・五行川 ： 河道改修とあわせ二宮遊水地及び芳賀遊水地を整備
・百目鬼川放水路 ： 河川改修及び放水路整備
平面図：五行川 平面図：百目鬼川放水路

芳賀遊水地

二宮遊水地

二宮遊水地（右岸）

五行川

二宮遊水地（左岸）

五行川

百目鬼川浸水状況

右岸遊水地 左岸遊水地 右岸遊水地 左岸遊水地

面積 約10ha 約9ha 面積 約11ha 約29ha

調節容量 約18万㎥ 約17万㎥ 調節容量 約23万㎥ 約58万㎥

調節量 約5㎥/s 約5㎥/s 調節量 約5㎥/s 約10㎥/s

二宮遊水地諸元芳賀遊水地諸元

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：栃木県】
『小貝川圏域河川整備計画に基づく河川改修事業（五行川・百目鬼川）』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（1）洪水氾濫対策

・河道整備、遊水地整備等の加速化

小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
茨城県

標準横断図

改修前断面

改修前断面

改修後断面

放水路整備予定箇所

ごぎょうがわ どうめきがわ



■令和元年１０月台風１９号による内水氾濫を踏まえ、排水樋管閉鎖時の内水浸水
軽減策を検討中です。
■排水樋管周辺で適地が確保出来る川澄地区を候補地として検討を進め、関係機関
協議及び地元調整を実施中です。
■全体計画 整備内容（想定）：土砂掘削、護岸工（容量 約7,000m3（約8,000m2））

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：筑西市】
『旧川跡を活用した貯留施設整備』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（2）内水氾濫対策

・旧川跡を活用した貯留施設整備

小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
つくばみらい市

小貝川

掘削

▽貯留水位

横断図イメージ

民地 旧川跡

掘削

▽貯留水位

盛土

横断図イメージ

民地 旧川跡

小貝川



■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：高根沢町】
『スマート農業・田んぼダム』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（5）流域の雨水貯留機能の向上

・水田貯留

小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
宇都宮市

高根沢町

高根沢町

鬼
怒
川

※イメージについては農林水産省ＨＰより引用

■高根沢町の中央部は広大な水田地帯となっており、皇室の台所「宮内庁御料牧場」を有するほか、令和元年に皇居で行われた大嘗祭に
使用する献上米を納めている米処です。
■現在、農林水産省の政策目標である「担い手への農地の集積・集約化、スマート農業の推進による生産コスト削減を通じた農業競争力
の強化」の推進を図るべく、効果等について農地の一部をモデル地区として検討を進めているところです。
■農地の大区画化と合わせ、田んぼダムの活用についても合わせて検討を進める予定です。

宇都宮市の施工事例



■砂沼湖は、徳川幕府享保時代に新田開発の施策に伴い開発された総面積55ha、総貯水量1,600,000m3の農業用ため池であり、
S10～S13、S57～H1の二度にわたる改修を経て現在に至っています。
■現在、下妻市街地の大部分の内水は、糸繰川（小貝川支川）に直接流出しています。
■近年の異常降雨時における市街地の内水氾濫対策として、砂沼湖を活用することにより、糸繰川への流出量を低減させることで
小貝川への流出抑制に寄与できる可能性もあるため、新たな内水浸水軽減策の効果等について検討をします。
■今後は、所管している農林関係者との調整を経て、新たな活用の可能性について検討を進めます。
■全体計画 整備内容（想定）：湖内浚渫・護岸工・流入水路等

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：下妻市】
『砂沼湖を活用した流出抑制対策』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（5）流域の雨水貯留機能の向上

・雨水貯留施設整備

小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
つくばみらい市

小貝川



小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
宇都宮市、真岡市、芳賀町、下妻市、守谷市、つくばみらい市

平成２７年９月関東・東北豪雨 浸水状況

■平成２７年９月関東・東北豪雨による洪水を契機として、旧水海道市街地及び旧石下町市街地における立地適正化計画について、
早期の策定を目指し検討中。

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：常総市】
『立地適正化計画の策定』

2.被害対象を減少させるための対策

（1）水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫

・「安全なまちづくり」に向けた取組

※イメージについては守谷市立地適正化計画概要版より引用



小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
宇都宮市・真岡市・さくら市・益子町・市貝町・芳賀町・高根沢町・龍ケ崎市・下妻市・常総市・取手
市・つくば市・守谷市・筑西市・つくばみらい市

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：下館河川事務所】
『出前講座等を活用した小中学校における水災害教育（避難訓練、マイ・タイムライン作成等）』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（2）あらゆる機会を活用した水災害リスク情報の提供

・防災教育や防災知識の普及

マイ・タイムライン作成講座（茨城県つくば市）

地域連携防災訓練（茨城県取手市）マイ・タイムライン作成講座（栃木県高根沢町）

防災出前講座（栃木県上三川町）

毎年、常総市内の小中学校において一斉防災
訓練を実施。各学校の先生、保護者の方等が
サポートを行いながら、逃げキッドを活用し
たマイ・タイムライン作成講座を実施。

一斉防災訓練（茨城県常総市）



小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
宇都宮市・真岡市・さくら市・益子町・市貝町・芳賀町・高根沢町・龍ケ崎市・下妻市・常総市・取手
市・つくば市・守谷市・筑西市・つくばみらい市

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：下館河川事務所】
『地域防災リーダーの育成（マイ・タイムラインリーダー認定制度の推進）』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（3）避難体制等の強化

・地域防災リーダーの育成

マイ・タイムラインリーダー認定講座（茨城県下妻市）
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、オンラインで

「マイ・タイムラインリーダー認定講座」を実施。「講師：気象予報士」

認定証の昇級制度

■マイ・タイムラインを普及し、地域に防災・減災活動を根付かせて
いくため、その推進活動ができる人材の育成を進めています。
■本制度は、防災・減災の知識や経験を有し、地域に発信できる人を
マイ・タイムラインリーダーとして認定し、マイ・タイムラインを
軸に防災・減災活動を地域に根付かせることを推進する制度です。



小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
宇都宮市・真岡市・さくら市・益子町・市貝町・芳賀町・高根沢町・龍ケ崎市・下妻市・常総市・取手
市・つくば市・守谷市・筑西市・つくばみらい市

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：下館河川事務所】
『マイ・タイムライン作成講座等の実施』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（3）避難体制等の強化

・マイ・タイムライン普及促進

道の駅うつのみや（R1.8.25）
「講師：気象予報士」

商業施設（R1.12.8）
「講師：気象予報士」

■一人ひとりの家族構成や生活環境にあった自分自身の防災行動計画「マイ・タイムライン」を作成するための教材「逃げキッド」を作成
し、お天気キャスターが講師となり、「マイ・タイムライン作成講座」を道の駅や商業施設等で実施しています。
■一般に広く周知を図るため、YouTubeによる配信を行っています。

YouTubeで生配信（R2.9.5）
「講師：防災芸人（マイ・タイムラインリーダーA級） 」



小貝川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村
宇都宮市・真岡市・さくら市・益子町・市貝町・芳賀町・高根沢町・龍ケ崎市・下妻市・常総市・取手
市・つくば市・守谷市・筑西市・つくばみらい市

■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：下館河川事務所】
『住民参加型のマイ・タイムラインに基づく情報伝達訓練』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（3）避難体制等の強化

・水防体制の強化、マイ・タイムライン普及促進

茨城県常総市
（H29.5.28）

茨城県龍ケ崎市（H30.7.1）

茨城県つくばみらい市
（H31.3.10）

茨城県下妻市（R1.10.27）

■洪水時に的確な情報伝達が実施できるよう、関係市町、茨城県、下館河川事務所等が連携し、実際の洪水を想定した情報によりタイムラ
インを活用した机上形式の洪水時情報伝達訓練を定期的に実施しています。
■訓練には住民の方も参加し、自身で作成した「マイ・タイムライン」に基づき自らの行動を確認する訓練も併せて実施しています。



■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：常総市、下館河川事務所】
『常総市における地域防災活動について』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（3）避難体制等の強化

・水防体制の強化

緊急会議の開催状況（常総市役所）

■平成２７年９月関東・東北豪雨以降、常総市が取り組んできた様々な取組が、実際にどのように活かされたのかを検証するため、常総市、
筑波大学、常総市防災士連絡協議会、下館河川事務所で構成する緊急会議を開催しています。
■近年では、令和元年東日本台風の際に緊急会議を開催しています。

・非常に有意義な場であった。
・ハード対策は、国の多大な尽力により、物理的に災害が発生していないことは非常に喜ば
しいこと。
・ソフト対策として、関係機関等との情報共有が進んでいることがわかり、これは、これま
での度重なる訓練の成果の表れである。
・検証報告書の最大のメッセージである「災害を我がこととして捉える」の「我がこと」が、
ここにおられる皆様には根付いている。
・一方で、自主防災組織化率が５３％とういことで、まだまだである。次のステージでは、
住民が災害に備えようという「我がこと」感をさらに常総市内で拡大することが必要。
・マイ・タイムラインの活動は意義があり、常総市全体で根付かせ、地域の方々の共助に繋
がればと思う。
・常総市の取り組みが全国のお手本になっているため、今後も期待する。

出席者からの意見

常総市の対応状況



■対策事例 【小貝川流域治水プロジェクト：常総市】
『八間堀川タイムラインの活用による内水浸水対策』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（3）避難体制等の強化

・水防体制の強化

■八間堀川は、常総市角井地先で新八間堀川と八間堀川に分岐し、新八間堀川は鬼怒川へ合流し、八間堀川は小貝川に合流しています。
■合流地点の水門や樋管操作に伴い、市街地の自然排水が困難となり内水被害が懸念されることから、常総市で策定した内水対策計画
「八間堀川タイムライン」を導入し治水安全度の向上に努めています。
■近年では、令和元年東日本台風の際に八間堀川タイムラインに則った移動式ポンプの配置を実施しています。


